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第１回 定 例 会 の
主 な日程 

い
ば
ら
き
創
生
の
方
針

議
員　

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
の

成
否
は
、
地
方
の
戦
略
い
か
ん
に
あ

る
。
国
全
体
を
大
局
的
に
展
望
す
る

と
と
も
に
、
県
内
の
実
情
を
把
握
し

て
、
本
県
な
ら
で
は
の
道
筋
を
立
て

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
日
本
一
を

冠
す
る
な
ど
の
視
点
が
重
要
だ
が
、

い
ば
ら
き
創
生
に
向
け
た
方
針
は
。

知
事　

本
県
に
お
け
る
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
な
ど
、
国
の
総
合
戦
略
の

四
つ
の
基
本
目
標
を
中
心
に
検
討
を

進
め
る
。
提
案
の
視
点
は
、
極
め
て

重
要
で
あ
り
、
霞
ヶ
浦
・
筑
波
山
周

辺
の
景
観
を
活
用
し
、
日
本
一
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
道
な
ど
の
整
備
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
地
域
間
競

争
は
激
化
す
る
が
、
こ
れ
に
打
ち
勝

ち
、
い
ば
ら
き
創
生
に
取
り
組
む
。

 

茨
城
空
港
の
今
後
の
展
開

議
員　

茨
城
空
港
は
、
首
都
圏
第
三

の
空
港
と
し
て
極
め
て
重
要
な
空
港

で
あ
る
。
国
内
線
は
、
運
航
会
社
の

事
情
に
よ
り
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
、
国
際
線
は
、
路
線
拡
大
の
好
機

に
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
追
求

し
、
利
用
促
進
・
路
線
拡
大
を
図
る

必
要
が
あ
る
が
、
今
後
の
展
開
は
。

知
事　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
空

港
ビ
ル
等
共
通
利
用
券
の
交
付
な
ど

に
よ
り
、
県
内
の
消
費
喚
起
と
併
せ
、

国
内
線
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
の
訪
日
需
要
を
取
り

込
ん
だ
国
際
線
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
誘

致
、
国
の
駐
機
場
拡
張
工
事
や
県
に

よ
る
石
岡
小
美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
検
討
な
ど
空

港
機
能
の
強
化
な
ど
を
図
る
。

 

災
害
に
強
い
県
づ
く
り

議
員　

大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

県
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と

し
、
総
力
を
挙
げ
て
、
災
害
に
強
い

県
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
原
子
力
災

害
に
備
え
た
広
域
避
難
計
画
、自
助
・

共
助
意
識
の
醸
成
な
ど
に
課
題
が
残

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

緊
急
輸
送
道
路
な
ど
の
緊
急

性
の
高
い
箇
所
の
整
備
に
全
力
で
取

り
組
む
。
ま
た
、
広
域
避
難
計
画
に

つ
い
て
、
各
県
と
調
整
を
進
め
県
外

の
避
難
先
の
早
期
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す

る
た
め
、
避
難
訓
練
を
早
期
に
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、

二
十
七
年
度
末
に
は
、
自
主
防
災
組

織
率
を
全
国
平
均
を
超
え
る
八
十

二
％
ま
で
高
め
る
よ
う
取
り
組
む
。

 

本
県
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

議
員　

本
県
農
業
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

だ
が
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
呼
び
得

る
農
産
物
が
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
徹
底
し
た
成
果
検
証
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
上
で
、
名
称
も
含

め
た
戦
略
を
立
て
、
確
固
た
る
次
の

一
手
を
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ブ
ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
は
。

知
事　

食
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

現
地
調
査
や
成
果
検
証
を
踏
ま
え
て

取
り
ま
と
め
た
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
特
に
、
県

オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
活
用
し
た
ブ
ラ

ン
ド
の
け
ん
引
役
と
な
る
商
品
づ
く

り
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
品
種
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
、
よ
り
消
費
者
の
心
に
響
く
も

の
を
検
討
し
て
い
く
。

 

社
会
を
生
き
抜
く
力
の
養
成

議
員　

社
会
を
生
き
抜
く
力
が
強
く

求
め
ら
れ
る
今
、
姿
勢
や
し
つ
け
に

重
き
を
置
く
教
育
や
、
体
験
を
も
っ

て
知
恵
を
養
う
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活

動
な
ど
の
重
要
性
を
再
認
識
す
べ
き

で
あ
る
。
教
育
プ
ラ
ン
の
改
定
に
当

た
り
、
こ
れ
ら
を
位
置
付
け
、
実
践
・

後
押
し
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
。

教
育
長　

正
し
い
姿
勢
や
し
つ
け
は

た
く
ま
し
さ
の
原
点
で
あ
り
、
腰
骨

を
立
て
、
集
中
力
を
養
う
指
導
を
広

く
普
及
し
、
し
つ
け
を
県
民
運
動
と

し
て
実
践
し
た
い
。
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
活
動
は
、
体
験
学
習
の
模
範
で
あ

り
、
た
く
ま
し
さ
の
育
成
に
極
め
て

効
果
的
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
間
性

の
基
礎
を
育
む
教
育
を
、
教
育
プ
ラ

ン
に
位
置
づ
け
、
子
ど
も
の
社
会
を

生
き
抜
く
力
の
養
成
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
平
成
二
十
七
年
度
予
算

編
成
方
針
、
茨
城
の
国
際
戦
略
、
医

師
確
保
対
策
な
ど
も
質
問
）

小川　一成 議員
いばらき自民党
守 谷 市 選 出  

一括方式

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か

ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は

次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
す
べ
て
に
つ
い
て
一
括

し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁

を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め

る
方
式
。 

質
問
方
式
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
社
会
に
対
す
る
危
機
感
が
一
段
と
高
ま
り
、「
地
方
創
生
」

が
国
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
最
重
要
課
題
と
な
る
中
、
国
で
は
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を
制
定
し
て
、
直
面
し
て
い
る
人
口
減

少
の
克
服
、
地
方
創
生
と
い
う
構
造
的
な
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
本
県
で
も
、
平
成
二
十
七
年
一
月
に
「
茨
城
県
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
し
、茨
城
版
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
総

合
戦
略
」
を
策
定
し
て
、
地
方
創
生
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
方
創
生
は
、
地
方
が
自
主
性
、
独
自
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
地

域
の
課
題
に
応
じ
た
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
県
議
会
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
問
題
に
的
確

に
対
応
し
、
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た
郷
土
い
ば
ら
き
を
創
生
す
る
た
め
、

地
方
創
生
に
関
す
る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
「
地
方
創

生
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
三
月
二
十
三
日
の
本
会
議
に
お
い

て
設
置
し
ま
し
た
。
委
員
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
方
創
生
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

委
員
長　
　

飯
塚　
　

秋
男

副
委
員
長　
　

村
上　
　

典
男

委　
　

員　
　

海
野　
　
　

透

　
　

〃　
　
　

西
條　
　

昌
良

　
　

〃　
　
　

菊
池　
　

敏
行      

　
　

〃　
　
　

本
澤　
　
　

徹      

　
　

〃　
　
　

萩
原　
　
　

勇

　
　

〃　
　
　

志
賀　
　

秀
之

委　
　

員　
　

島
田　
　

幸
三

　
　

〃　
　
　

鈴
木　
　

定
幸

　
　

〃　
　
　

星
田　
　

弘
司

　
　

〃　
　
　

安
藤　

真
理
子

　
　

〃　
　
　

江
田　
　

隆
記

　
　

〃　
　
　

佐
藤　
　

光
雄

　
　

〃　
　
　

八
島　
　

功
男

ボーイスカウト体験活動の様子

３
月
３
日（
火
）

　

小お
が
わ川　

　

一い
っ
せ
い成

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

長は
せ
が
わ

谷
川　

修
し
ゅ
う
へ
い平

（
民　

 　

主　

 　

党
）

３
月
４
日（
水
）

　

半は
ん
む
ら村　

　
　

登
の
ぼ
る（

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む（

公　
　

 

明　

 　

党
）

●
質
問
者

代表質問（要旨）

　平成27年第�回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月26日（木）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■３月３日（火）　 本　　会　　議
　　　４日（水） （代表質問・質疑）

■３月５日（木）　 本　　会　　議
　　　６日（金） （一般質問・質疑）

　　　９日（月）
　　　�0日（火）
■３月�2日（木）　 常 任 委 員 会
　　　�3日（金）
　　　�6日（月）
■３月�7日（火）　 本　　会　　議

（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月�8日（水）　 予算特別委員会
　　　�9日（木）
■３月23日（月）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）


